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１）はじめに
フィンランド人 Konrad（Konni） Viktor Zilliacus（1855-
1924）が，日本の紀行文である Japanesiska studier och 
skizzer をスウェーデン語で出版したのは，1896（明治
29）年のことであった。出版社はヘルシンキのWentzel 
Hagelstams förlagである。
Zilliacusはフィンランド独立に関わった活動家として知
られているが，北欧へ向けた，日本の紹介者としての側面
ももっている。Zilliacusは1896年から約２年半にわたり日
本に滞在し，上記紀行文のほか，ちりめん本３冊をスウェー
デン語で出版している（注１）。ちりめん本の北欧での出版社
はWentzel Hagelstams förlag，日本では弘文社であった。
Japanesiska studier och skizzer は，３部構成となっ
ており，第１部は日本風俗の紹介，第２部は旅行記 
（Japanesiska vandringsdagar）， 第 ３ 部 が 伝 説 と 物 語 
（Sagor och berättelser）である。このうち，第３部の目次
は以下の通りである。
ⅩⅥ. Om den hvita räfven Fukuyemon（白狐ふくえもん）
ⅩⅦ. Fiskaren Urashima （漁師 浦島）
ⅩⅧ. Den tvåsvansade katten （二尾の猫）
ⅩⅨ. Mannen, som blef rakad af räfvarna
（狐に髪を剃られた男）
ⅩⅩ. Det bortkastade barnet （捨てられた子ども）
ⅩⅩⅠ. Det talande täcket （話をする布団）
ⅩⅩⅡ. Den sköna samurai-dottern, som icke var någon 
varulf （化け物ではなかった，美しい武家の娘）
ⅩⅩⅢ. Ande-hustrun（霊魂の妻）
ⅩⅩⅣ. Tre spegelbilder（三つの鏡像）
ⅩⅩⅤ. Den gamla danserskans porturätt（白拍子の絵姿）
ⅩⅩⅥ. De fyratiosju Ronin（四十七士）
ⅩⅩⅦ. Herr Trodder och hans samurai（Trodder 氏と召
使の侍）
ⅩⅩⅧ. Friedrich Pilsers japanesiska äktenskap 
（Friedrich Pilser 氏の日本の結婚）
タイトルからも「浦島」といった昔話のほか，鍋島の化
け猫騒動や赤穂浪士の討ち入りの話が入っていることがわ
かる。「捨てられた子ども（こんな晩）」「話をする布団（鳥取
の布団）」「化け物ではなかった武家の娘（肝試し娘）」「霊
魂の妻（許嫁の霊と結婚した男）「白拍子の絵姿（舞妓につ
いて）」「Trodder 氏と召使の侍（日本人の微笑）」はラフカ
ディオ・ハーンの著作から採られていると思われる。
さてこのうち，“Tre speglbilder （三つの鏡像）”は，「松
山鏡」あるいは「尼裁判」と呼ばれる昔話に相当する物語で
ある。1894年にちりめん本Three Reflections がMrs. T. H. 
Jamesの訳で弘文社から出版されており，このスウェーデ
ン語訳ではないかと思われる。同社から他にドイツ語訳と
フランス語訳が出ているが，出版年がそれぞれ1900年と
1934年であるため，Zilliacusの書物に影響を与えた可能性
は極めて低い。
本論では，“Tre spegelbilder”と，ちりめん本 Three 
Reflections の内容及び文章の比較を行い，ちりめん本が
その美術工芸的美しさで世界に広まったと同時に，日本
のFairy Taleの情報源としても広く輸出された可能性を探
る。またZilliacusの翻訳の特徴についても述べる。
２）ちりめん本，およびThree Reflectionsについて
ちりめん本とは，主に英文で書かれた日本の昔話や風俗
の紹介記事に挿絵をつけ，さらにちりめん加工を施した和
綴本のことで明治中期から昭和にかけて出版された。1885
（明治18）年に長谷川武次郎（1853-1936）が，弘文社から出
版したのが始まりと言われている。長谷川によるちりめん
本は，バジル・ホール・チェンバレン（1850-1935），ジェー
ムス・カーティス・ヘボン（1815-1911），ラフカディオ・ハー
ン（1850-1904）らが文章を担当し，小林永濯（1843-1890）や
鈴木華邨（1860-1919）ら絵師として名を連ねている。1900
年パリ万国博覧会で金賞を獲得し，国際的な評価を得た。
英語版出版後にフランス語版，ドイツ語版，スペイン語版，
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スウェーデン語版なども作られた。
多くのちりめん本が土産物として海外に輸出された結
果，まとまった研究がなされにくいという現状がある。田
嶋は，ちりめん本の研究課題として，書目及び書誌の研究，
原典の追求，翻訳の問題、児童文学としての研究上の問題
をあげている（注２）。
Three Reflections は，Mrs. T. H. James著，鈴木華邨
絵により1894（明治27）年に，Japanese Fairy Tale Series 
Enlarged English Edition No.21 として出版された。内容
は下記の通りである。
仲が良く，外見の良く似た父子がいる。父親の勧めで息
子は結婚するが，その後まもなく父親が死ぬ。息子は父親
の供養のために京都へ行き，鏡屋へ立ち寄る。鏡を知らな
い息子は，鏡のなかに父親がいると思い込む。帰宅後，こっ
そり鏡を戸棚にしまい，朝晩父親に語りかける。嫁が不審
に思い戸棚のなかの鏡を見ると，若い女がいる。夫婦喧嘩
になるが，尼が仲裁に入り鏡を見て「女は反省して尼になっ
た」と告げ，夫婦は和解する。
内容から，笑話昔話「尼裁判」あるいは「松山鏡」が元に
なっていると思われるが，原話は明らかになっていない。 
なお，A.B.ミットフォードの『昔の日本の物語集』（1871）
に同内容の物語は収録されていない（注３）。
文章を担当したMrs. T. H. James は，本名をKate James
という。イギリス海軍軍人の夫Thomasとともに日本に
滞在している間に，チェンバレンンの紹介で長谷川武次
郎と知り合い，ちりめん本の英文を手掛けるようになる。
Japanese Fairy Tale Seriesのなかで最も多くの巻の英文を
著した。
３）松山鏡と尼裁判について
鏡を知らない人間が鏡に映った自分の顔を親の顔だと
思い込む，というのが昔話「松山鏡」の主要な筋であるが，
娘が亡母を慕う話と，嫁が鏡に映る自分の顔を見て夫が女
を隠していたと誤解をするという笑話化した話とに大きく
二分される。『日本昔話通観』（同朋舎出版）では，前者を「松
山鏡」という話型に分類し，後者を「尼裁判」「比丘尼裁判」
として笑話に分類している。ちりめん本のJapanese Fairy 
Tale series お よ び， 続 編 に あ た る Enlarged English 
Edition では前者をThe Matsuyama Mirror （1886），後者
をThree Reflectionsとし，異なる物語として収録している。
なお，鏡を知らないために騒動が起こるという物語は，
『神道集』，『鏡男絵巻』，狂言『鏡男』，謡曲『松山鏡』，古
典落語「松山鏡」などにもみられる。古典落語「松山鏡」は，
尼裁判と似た筋立てで，亡くなった父親に会いたいと願う
親孝行な息子に，殿様が鏡を与えるという発端をもってい
る。
柳田國男は松山鏡について「現在我が國の昔話の中では，
これ一つだけが頗る特異な経路を取って，変化して来たや
うに思はれる。越後の松の山家といふ僻村に生まれた女が，
鏡が影を映すものだといふことに全然無知であって，その
中の姿を亡き母と信じて慕ひかしづいたといふ話などは，
他に類を求めると，笑話以外に一つもなく，これも亦曾て
はさういふ中に於て珍重せられてゐたものが，何かの機縁
に於てもう一度，眞面目な話の方へ引き戻されたものらし
い」と述べている（注４）。箱崎は，「ちりめん本『松山鏡』は「松
山鏡」説話に材を採りつつも，夫婦喧嘩や笑い話などにせ
ず，謡曲『松山鏡』の物語要素を用いた家族愛の物語とし
て語られている」（注５）とし，笑話的な「松山鏡」説話と謡曲
『松山鏡』の両方の内容を継承して家族愛に満ちた抒情的
な物語として創られた物語と結論づけている。しかし，ひ
とつのシリーズの中に両方の話が収められていることを考
えると，鏡知らずという共通点はあるものの，母娘の情愛
の物語と，鏡によって夫婦喧嘩が起こる笑話とは，別の独
立した物語として当時の人々に認識されていたのではない
かと思われる。
４） ちりめん本Three Reflectionsと  
“Tre spegelbilder”の比較
以下のような方法により，両者を比較する。まず，
Three Reflections の文章について一文ごとに，（１）（２）
（３）…と番号をつける。“Tre spegelbilder”も同様に，1，
2，３…と番号をつける。Tree Reflectionsの文章と対応す
る“Tre spegelbilder”の文章を比較し，内容と表現の相違
点明らかにする。なお比較する個所は，特徴が顕著現れて
いると考えられる「４）-１ 発端から息子が結婚するまで」，
「４）-２ 息子が誤解をして鏡を購入する」 「４）-３ 夫婦喧
嘩」「４）-４ 第三者による解決と結末」とする。以上の方
法により，Zillizcusの“Tre spegelbilder”が，ちりめん本 
Three Reflections をもとにした翻訳であるか調査をおこ
なう。また，その際にZilliacus の翻訳の特徴についても述
べる。
４）- １　発端から息子が結婚するまで（資料１参照）
文章の内容，順番，表現はおおよそ対応しており，
Zilliacusはちりめん本Three Reflectionsを原典として翻訳
を行ったことがわかる。
Zilliacusが加えた文章は，２行目の父子が家事を行なっ
ていたとする個所と３行目の父子の外見が「わずかに年の
違いで見分けがつく」としている個所である。外見につい
ての加筆は，ちりめん本に比べて視覚情報が限られてしま
う故の配慮であると同時に，鏡を見た息子が「おとっつぁ
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んが若返った」と誤解する展開を，読者にわかりやすくす
るための工夫だと考えられる。
日常生活についての加筆は，結婚が遅れた理由を明らか
にするためであろうが，同時に日本では男性が家事を行な
うことがあるということを強調しているようにも読める。
フィンランドでは1901年に女性が大学へ入学するための特
別許可制度が廃止され，1906年にはヨーロッパ初の男女普
通選挙権が成立したことを考えると，男女平等社会に向か
う時代の空気を反映しているとも捉えることができよう。
４）- ２　息子が京都で鏡を購入する（資料２参照）
文章の展開は同じであるが，所々に説明が加わり，一文
が長くなったり，二文に分かれたりしている。説明が加え
られているのは，主に日本の文化についての補足説明や，
前後関係への補足である。
日本文化の説明としては，京都が帝のいる場所で豊かな
都市であること（18行目）や，日本の鏡が研磨された金属
の鏡であること（20行目），鏡を箱にしまうときに柔らか
い布でくるむこと（26行目），戸棚が着物を仕舞う引き出
しついた棚である（28行目）ことが加えられている。日本
の手鏡や手鏡をくるむ布の存在，戸棚はちりめん本の挿絵
に描かれており，ちりめん本の視覚的な情報を文章で盛り
込んだものと考えられる。いっぽう京都の情景は挿絵には
描かれていない。Zilliacusは，絵からの情報だけでなく，
自身の知識をも文章のなかに織り込んだことがわかる。
内容面では，息子が喜んだ理由が「鏡の値段が安いから」
（26行目），息子が鏡に映っているのは「父親だと信じた」（27
行目）と，内容に関する補足がある。
反対に，英文では「嫁に話すことを恥ずかしく思った」（23
行目）と書かれている文章が，単に「話さないでおこうと
思った」（28行目）に変わっている。
以上のことから，Zilliacusはこの物語の翻訳をするにあ
たり，Three Reflections の文章を基にして翻訳をおこなっ
ているものの，そのままスウェーデン語に直訳したのでは
なく，日本文化の説明を折り込み，かつ，物語の内容をよ
り伝わりやすくするために加筆の工夫を行なったものと考
えられる。
４）- ３　夫婦喧嘩（資料３参照）
喧嘩の内容は共通しているが，それ以上にテンポのいい
やり取りに共通点がみられる。落語「松山鏡」でも，威勢
のいい言葉の応酬に観客が盛り上がる場面である。双方の
訳者とも，耳で聞いたときの迫力を意識しながら訳してい
るのではないだろうか。
人物造形は微妙な違いがみられる。Three Reflectionsで
は，嫁が声を荒げ，それにつられるように夫も大声をあげ
ている。Zilliacus訳では，嫁が泣きながら裏切りを訴え，
それに対し夫も，はじめは「私は，すぐに本当のことを言
うべきだったよ」（52行目）「今は全部本当のことを話した
んだから，そんなに悲しまないでおくれ」（52行目）と慰め
る姿勢を見せている。
ちなみに，落語「松山鏡」では，嫁が声を荒げ，業をに
やした夫が手を出したことをきっかけに，取っ組み合いの
けんかが始まる。夫婦喧嘩の解釈と描写がもっとも文化差
が出るところかもしれない。
４）- ４ 第三者による解決と結末
「尼も鏡を見たことがなかった」（78行目），という一文
が加えられている。これにより尼の「若い女は出家した」
というセリフが，喧嘩をおさめるための尼の知恵ではなく，
鏡に対する誤解から生まれた解決であるということが読
者にわかりやすくなった。つまり，三人とも鏡を知らない
ことが明示されることによって，英語版よりもさらに，笑
話としての色合いが濃くなったと言うことができるのであ
る。
５）結論
以 上 の 分 析 に よ り，Japanesiska studier och skizzer 
に収められた“Tre spegelbilder”は，ちりめん本Three 
Reflections を基にした翻訳であると考えられる。明治中
期につくられたちりめん本は，視覚的な美しさにより国外
で珍重されただけではなく，日本の物語を知るための情報
源としても用いられていたことがわかる。Zilliacusの訳は，
Mrs. T. H. James の文章のテンポのいい会話文などは活か
しつつ，ちりめん本の挿絵の視覚情報を補うための加筆や，
日本の文化を伝えるための補足，笑話であることを読者に
わかりやすく伝えるための工夫がみられ，単なる直訳では
ないことも明らかになった。
なお前述したとおり，後年，同じ題名のちりめん本がド
イツ語とフランス語で弘文社から出版されている。ドイツ
語版について，『文明開化のちりめん本と浮世絵』の「三つ
の顔」注釈のなかに「英語版は結末がやや伝わりづらいが，
これをドイツ語に訳したフローレンツは上手に纏めあげて
いる」（注６）という記述がある。ドイツ語訳に，Zilliacus訳
の影響があるのかについても，今後調査が必要である。
６）注記
注１MOMOTARO （桃太郎），Sparfven med den Klippta 
Tungan （舌切雀），GUBBEN OCH TROLLEN （瘤取）
の３冊である。出版年は未詳であるが，日本に滞在し
ていた1896年頃ではないかと考えられている。
注２田嶋一夫「ちりめん本『日本昔噺』研究の課題と現状」
いわき明星大学大学院人文学研究科紀要 第六号，い
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わき明星大学大学院研究科，2008
注３瀬田貞二はミットフォードの英訳昔話集がちりめん本
に影響を与えていると指摘した。
注４柳田國男『定本 柳田國男集 第26巻』筑摩書房，1970。
pp.358-359　「辭書解説原稿」
注５箱崎昌子「ちりめん本『日本昔噺』シリーズ“THE 
MATSUYAMA MIRROR”（『松山鏡』考 -鏡をめぐる
騒動から家族愛の物語へ-）」いわき明星大学大学院人
文学研究科紀要第七号，いわき明星大学大学院人文学
研究科，2009。p.17
注６京都外国語大学付属図書館，京都外国語短期大学付属
図書館編『学校法人京都外国語大学 創立60周年記念稀
覯書展示会 文明開化期のちりめん本と浮世絵』京都，
京都外国語大学付属図書館，京都外国語短期大学付属
図書館，2007。p.63
７）比較資料
【資料１】
Three Reflections　（１）～（８）
“Tre spegelbilder” １～10　　　　*邦訳は筆者による
（１）
A long long time ago there was a man who had only one 
son.／昔々，父親が一人息子とふたりきりで暮らしていま
した。
１.
En gång för mycket, mycket länge sedan lefde där två 
män helt ensamma, en far med sin son.／昔々，父親と息
子がふたりきりで暮らしていました。
（２）
They lived together alone, and were very happy and 
needed no other company.／ふたりきりで暮らしていまし
たが，何の不足もありませんでした。
２. 
De skötte själfva sitt hushåll, kokade sin egen mat och 
uträttade alla andra sysslor, som annars höra kvinnorna 
till, men de funno sig så tillfreds med världen och med 
hvarandra att de alls icke saknade annat sällskap.／父親
と息子は自分たちで家事を行なっていました。ご飯をつく
り，女性がするような仕事を自分たちの手で行なっていま
した。それでも何の不足もありませんでした。
 
（３）
Father and son were very much alike in face and figure, 
and so devoted were they to each other that they were 
seldom seen apart.／父親と息子は顔や姿がよく似ていて
いました。ともに労わりあい，片時も離れることがありま
せんでした。
３.
 Till ansiktsdrag och kroppsbyggnad voro de så lika att 
endast åldern gjorde det möjligt att skilja dem åt och så 
tillgifna voro de hvarandra att de så godt som alltid voro 
tillsammans.／父親と息子は顔も体つきもよく似ていて，
わずかに年の違いで見分けられるだけでした。ふたりはお
互いに労わりあい，常に一緒にいるほどの仲良しでした。
 
（４） 
The son was already beginning to get on in years, but he 
was so contented and happy with his old father that he 
had never thought of seeking a wife.／息子は一人前の年
になっていましたが，父親との暮らしに満足していて，お
嫁さんを探そうと思ったこともありませんでした。
４. 
Sonen var sedan flera år fullvuxen, men kände sig så 
tillfredsställd med sitt lif att han aldrig ens tänkt på att 
söka sig en hustru.／息子はすでに一人前の年になってい
ましたが，今の暮らしに満足していて，お嫁さんを探そう
と思ったこともありませんでした。
 
（５）
One day, however the father said to him “I have been 
thinking my son that it is time you were getting married: 
indeed it is more than time, but we two are so happy 
and get on so well together that I have been in no hurry 
to bring a stranger into our peaceful home.”／ある日，
父親が息子に言いました。「ずっと考えていたのだが，お前
ももう身を固めてもいい頃だろう。実のところ遅すぎるく
らいだ。しかし我々はふたりでうまく暮らしてきたから，
誰かをこの家に入れいることを急がないできてしまった」。
５-６. 
Men fadren kunde icke undvika att tänka på det, som 
voro bäst för hans son och sade därför en dag:
》Min kära son, jag har börjat tänka att det är hög tid för 
dig att gifta dig och skaffa dig en egen familj. I själfva 
värket hade du längesedan bort vara gift, men vi ha 
varit så lyckliga i hvarandras sällskap och ha kommit så 
väl öfverens att jag icke gjort mig någon brådska med 
att införe en tredje person i vårt fridfulla hem》.／けれど
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も，父親は，息子がお嫁さんをもらう方が良いと思ってい
ました。そこで，ある日息子に「お前ももう身を固めても
良い頃だ。実際のところ，とうの昔に所帯をもって良かっ
たのだ。しかし，我々はふたりでうまくやってきたから，
三人目を招き入れることを後回しにしてしまった」と言い
ました。
（６）
“I am quite contented as I am, Father,” replied the son, “I 
shall never love anyone half so much as I love you, so let 
us go on just as we are.”／「わたしも同じです」と息子が
答えました。「私はおとっつぁんの半分ほども大切に思う人
はいないでしょう。今のままで良いではありませんか。
７.
》Jag är fullkomligt tillfreds med vårt lif sådant det 
hittills varit》, invände sonen 》och kunde aldrig hålla af 
någon så mycket som af min far, hvarför jag hälst ville 
fortsätta på samma sätt som förut.》／「私は今のままのふ
たりの生活に満足です」と，息子は反対しました。「誰もお
とっつぁんほど大切に思えません。私はこれまで通りが良
いのです」
 
（７）
But the father pointed out that he was becoming an 
old man, and could not expect to live for ever, and that 
it was high time for his son to take upon himself the 
responsibilities of head of the family, marry and bring 
up children, lest he should, in a short time, find himself 
desolate and alone in the world.／けれども父親は，「自分
はもう年寄りで，いつまでも生きているわけではない。お
前ももう一家の主人として責任をになっていい年齢だ。結
婚して子どもを育てなさい。この世にお前がひとりぼっち
で，寂しくなったりしないようにしておくれ」と言いました。
８-９. 
Men fadren förmenade att han höll på att blifva gammal 
och icke kunde hoppas att lefva mycket längre.Därför, 
sade han, var det hög tid att sonen gifte sig, så att 
han icke inom kort komme att finna sig ensam och 
öfvergifven.
けれども父親は，「自分はもう年老いて老い先も短い。ひと
り取り残されて，寂しくならないように，おまえはもう結
婚する時分なのだ」と言いました。
 
（８）
The counsels of the father prevailed.／父親の勧めるとお
りになりました。
10. 
Fadrens åsikt blef den gällande.／父親の勧めるとおりに
なりました。
 
【資料２】
Three Reflections　（14）～（24）
“Tre spegelbilder”17～28
（14）
After a time the young man, hoping to throw off his 
melancholy, resolved to pay a visit to the city of Kyoto 
where he had never been, and to which was indeed a 
long journey from his home.／しばらくして，息子は悲し
みを癒すために，家から遠いまだ見ぬ京都へ行くことにし
ました。
17. 
Slutligen beslöt han göra en resa för att försöka glömma 
sin sorg, och begaf sig till staden Kyoto, där han aldrig 
förut varit, emedan vägen dit från hans hem var så lång.
／とうとう，息子は悲しみを癒すために旅をすることに決
めました。そして家から遠くまだ見ぬ京都へ出かけて行き
ました。
 
（15）
After seeing the temples and various other sights he was 
strolling through the streets of the great city, when he 
was attracted by a mirror shop and stopped to look and 
admire, for such things as mirrors he had never seen or 
heard of before.／お寺参りをし，名所をめぐったあと，
息子は沿道の店を見て歩きました。息子は一軒の鏡屋に引
き寄せられしげしげと眺めました。一度も鏡というものを
見たことがなかったのです。
18-19.
Resan gick lyckligt och i Kyoto tillbragte han sin tid 
med beseende af de många tempel och andra ståtliga 
byggnader, hvarpå mikado’ns stad är så rik. En dag, 
då han sålunda ströfvade genom gatorna, råkade han 
gå förbi en spegelbutik och stannade för att betrakta 
speglarna, ty i den aflägsna trakt, därifrån han kom, hade 
han aldrig sett eller ens hört talas om en spegel. ／無事
に旅が進み，京都でたくさんのお寺やきらびやかな建物を
見て回りました。帝の住まう京の都は豊かな場所なのです。
／ある日，息子が通りを歩いていると，偶然鏡屋の前に行
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き当たりました。息子は鏡をじっと見つめました。京都か
ら遠く離れたところから来たため，鏡を見たこともなけれ
ば，話に聞いたこともなかったのです。
（16）
The people of the shop received him politely, and seeing 
that he was a stranger from the country brought out a 
variety of mirrors for him to choose from, and pressed 
him to buy.／鏡屋の人々は息子に愛想よく応じ，息子が
遠方から出てきたとみると，奥からあれこれ鏡を出してき
て勧めました。
20. 
Butikegaren var mycket artig, och då han såg att hans 
kund var en landsbo, lade han fram en mängd af sina 
blankpolerade metallspeglar, sökande öfvertala kunden 
att köpa hälst en af dem.／鏡屋の主人は丁寧で，息子が
田舎から出てきたとみると，ピカピカに磨いた金属製の鏡
をたくさん出してきて，このなかから選んで買うようにと
勧めました。
（17）
What was the astonishment of the young man to see, 
in the very first one he took up, the face of his father 
looking at him!／鏡を手に取ったときの驚きといったらあ
りません。なんと父親の顔がこちらを覗いていたのです！
21. 
Den unga mannen tog en af dem i handen och kände sig 
storligen häpen , då han såg hvad han trodde vara sin 
fars ansikte i spegeln.／息子が鏡を手に取ったときに，強
い驚きを感じました。鏡のなかに，父親だと思われる顔を
見たのです。
（18）
The father appeared strong and healthy and young, just 
as his son could remember him years ago.／父親は，丈
夫で，溌剌としていて，若々しく，息子の思い出に残って
いるようなかつての姿であらわれました。
22. 
Fadren föreföll frisk och stark och ung, alldeles sådan 
sonen kom ihåg honom för många år sedan, och det 
gladde honom på det högsta.／父親は，息子の記憶に残る
かつての姿と同じく，溌溂として，元気で，若々しい姿を
して現れました。そして，父親はにこにこと，それは嬉し
そうでした。
 
（19）
Overjoyed at this discovery, but afraid to say a word, 
lest the mirrorseller should try to prevent him from 
taking his father with him, he timidly asked the price.／
息子は有頂天になりましたが，鏡屋が父親を売ってくれな
くなると困ると思い，余計なことは言わないようにしよう
と思いました。そして，鏡の値段だけを尋ねました。
23-24. 
Men han sade ingenting därom till butikegaren, hvilken 
han fruktade icke skulle vara villig att sälja spegeln, om 
han erfor hvad den visade. 》Huru mycket kostar den?》 
frågade han endast. ／けれども，息子は店主に何も言い
ませんでした。自分の見たことを話したら，店主が鏡を売っ
てくれなくなるのではないかと恐れたのです。／ただ「い
くらですか」とだけ，息子は尋ねました。
 
（20）
“Only two bu, and a great bargain it is,” answered the 
mirror seller.／「たった二分です。大安売りですよ」と，鏡
屋の売り子は言いました。
25. 
》Bara två bu 》, svarade försäljären, 》och det är i 
sanning billigt nog》.／「たった二分です」と鏡売りが言い
ました。「大安売りですよ」
 
（21）
The young man, trembling with excitement, pulled out 
his bag of copper cash and joyfully counted out the 
money.／息子は嬉しさに震えながら，大喜びで鞄から銅
貨を取り出すとお金を数えました。
26.
 Mycket glad öfver det låga priset drog den unga 
mannen fram sin pung med kopparslantar och 
uppräknade sina två bu för spegeln, hvilken försäljaren 
omsorgsfullt invecklade i mjukt papper och inlade i en 
träask.／息子は安いことを喜び，小銭入れを取り出して二
分を支払いました。鏡屋は，鏡をていねいに柔らかい紙で
包み，木箱に入れました。
（22）
Then, with his prize carefully wrapped up and placed 
in its wooden case, he at once set out on his homeward 
journey.／大切な鏡が包まれ，木箱に収められると，息子
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は帰路につきました。
27. 
Och därpå begaf sig köparen omedelbart på hemväg 
med sin nyvunna skatt, ty så ansåg han fars bild.／息子
は新しく手に入れた宝物を手に，急いで帰路につきました。
父親の姿だと信じたからです。
 
（23）-（24）
When he reached home he felt shy of speaking to his 
wife about what he had brought home with him. So, 
without saying a word to her, he carefully shut up the 
box which contained his father in the todana, or press.／
家に着くと，息子は嫁に何を買ってきたのか話すのが恥ず
かしくなりました。／そこで何も言わずに，父親を箱に入
れたまま戸棚にしまい込みました。
28.
Hemkommen kände han sig dock icke böjd för att 
meddela åt sin hustru hvad han köpt, utan gömde genast 
träasken med spegeln i sin 》todana 》, eller det lilla skåp 
med skjutdörrar, i hvilket han förvarade sina kläder.／け
れども，息子は家に戻ると，嫁に何を買ってきたのか言わ
ないでおこうと思い返し，着物を入れておく引き出しのつ
いた戸棚に，鏡の入った木箱を隠しました。 
 
【資料３】
Three Reflections　（48）～（66）
“Tre spegelbilder”　50～69
（48）
So, no sooner did the husband come in from his work 
than he was met by a torrent of reproaches and abuse 
from his angry wife.／息子が田畑から戻るが早いか，怒
り狂った嫁から悪口を浴びせかけられました。
50. 
Och så snart mannen kom hem från sitt arbete, mötte 
hon honom gråtande och grälande.／息子が仕事から戻る
と，涙を流しながら文句をぶつける嫁がいました。
 
（49）
“Why did you deceive me in this wicked way?” she said, 
“old father, indeed!”／「どうして，私を騙したんですか。
おとっつぁんだなんて，まあ」と嫁は言いました。
51. 
》Hvarför bedrog du mig så gement ?》 frågade hon, 》
med ditt tal om din gamla far ?》／「どうして，意地悪を
して私を騙したんですか」と，嫁は尋ねました。おとっつぁ
んだなんて，まあ」。
 
（50）
“Well, I have told you now at any rate, so don’t be angry 
about it any more.”／「私はお前に嘘はついていないよ。
機嫌をなおしておくれ」
52. 
》Jag borde väl ha talat om det genast 》, sade han, 》men 
i alla fall har jag nu berättat alt, så du bör icke mera 
vara ledsen》.／「私は，すぐに本当のことを言うべきだっ
たよ」と息子は言いました。「でも，ともかく，今は全部本
当のことを話したんだから，そんなに悲しまないでおくれ」
（51）-（52）
“But why did you say it was your father. and try to 
deceive me?”／「ならなんで，おとっつぁんだなんて言っ
たんですか。／私を騙そうとしたんでしょ？」
53. 
》Hvarför sade du att det var din far ?》／「どうして，お
とっつぁんだなって言ったんですか」
 
（53）
“Because it is my father,” cried he, astonished.／「でも，
私のおとっつぁんなんだよ」と，息子は驚いて大声をあげ
ました。
54. 
》Emedan det är min far》, svarade mannen högst 
förvånad. ／「私のおとっつぁんだからだよ」と，息子は驚
いて言いました。
（54）
“I swear it is’nt,” cried she.／「誓って，違いますよ」と嫁
も大声で言い返しました。
55. 
》Det är icke sannt, det kan jag svära på!》 ropade hon.／
「誓って，違いますよ」と嫁は大声で言い返しました。
 
（55）
“And I swear it is,” cried he.
「誓って，おとっつぁんだよ」と，息子も負けてはいません。
56.
 》Och jag vill svära på att det är sannt!》 skrek han.／
「誓って，おとっつぁんだよ」と，息子も大声をあげました。
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（56）
“It is a bold, pert, horrid looking girl,” said she.／「厚かま
しくって生意気な，いけ好かない女ですよ。」と，嫁が言
いました。
57. 
》Det är en fräck, otäck kvinna!》 sade hustrun gråtande.
／「生意気で，嫌な感じの女ですよ」と，嫁は泣きながら
言いました。
（57）
“What do you mean?”said he.／「どういう意味だい」と，
息子は言いました。
58. 
》Hvad menar du?》 frågade mannen, ändå mera häpen.／
「どういう意味だい」 と，息子は驚いて尋ねました。
（58）
“I mean just what I say, and why did you marry me if 
you did not like me?”／「言ったとおりですよ。私のこと
を好いていないなら，どうして私と所帯をもったのよ」
59-60. 
》Jag menar just hvad jag säger. Hvarför gifte du dig 
med mig, då du tyckte mera om en annan? ／「言ったと
おりですよ。／「私のことを好いていないなら，どうして
私と所帯をもったのよ」
（59）
I wont stay here to be treated so, I won’t! I won’t! I 
won’t! I won’t!”／「こんな扱いを受けるんなら，もうここ
にはいられません。もう嫌です。ええ，もう絶対に嫌。嫌っ
たら，嫌」
61. 
Jag vill icke stanna i ditt hus, då jag blir så behandlad – 
inte en timma längre !》／「こんな扱いを受けるんなら，
もうこの家にはいられません。もう嫌です」
（60）
And so a very pretty little quarrel arose, and they made 
such a noise over it that the neighbours came flocking 
round to see what was the matter.／言い争いになりまし
た。その物音を聞きつけて，近所の人たちが集まってきま
した。
62. 
Grälet blef alt värre, och de skreko så att grannarna 
skyndade till för att se åt hvad, som var på färde.／言い
争いがひどくなり，二人が大声をあげたので近所の人たち
が何事かと駆けつけてきました。
（61）
The husband tried to tell his version of the story, but 
was constantly interrupted by his wife.
息子はわけを話そうとしましたが，はしばしで嫁が口を出
しました。
63. 
Mannen försökte berätta sin historia, men hustrun afbröt 
honom på hvart ord.／息子は自分の知っていることを話
そうとしましたが，嫁が口出しをします。
（62）
“He is trying to cheat you as he cheated me.
「みんなを騙そうとしているんですよ。わたしを騙したみ
たいに」
64. 
》Han försöker lura er på samma sätt som mig《, skrek 
hon.／「みんなを騙そうとしているんですよ。わたしを騙
したみたいに」
（63）
Don’t believe him.／「信じちゃだめですよ」
65. 
》Tro honom icke! ／「信じちゃだめですよ」
（64）
I tell you I saw the woman, so I must be in the right, and 
I won’t bear it, no, I won’t.”／「あたしは正真正銘，女を見
たんだ。我慢ならないよ。」
66. 
Jag svär att jag såg kvinnan jag talar om och jag vill 
bort från honom - ju förr desto bättre!》 ／「誓って，その
女を見たんですよ。あたしは出て行きます。今すぐにでも
ね！」
（65）
“I am afraid my wife must be out of her senses, for I do 
assure you, good neighbours, it’s only my old father.”／
「女房の気がふれたとしか思えませんよ。おとっつぁんな
んですってば」
児童学研究　通し No. 042
37
三 校 　2020.03.05
Japanesiska studier och skizzer における日本昔話の紹介について
67. 
》Min hustru har mistat vettet, fruktar jag, och försäkrar 
er, kära grannar, att det endast är min gamla far!》／
「女房の気がふれたんじゃないかと思うんです。みなさん，
おとっつぁんに間違いないんですから」
（66）
“Old father, indeed!” -And so the quarrel went on.／「何
がおとっつぁんなもんですか！」。喧嘩はおさまりません。
68-69.
》En skön gammal far, du storljugare!》 Och så grälade de 
vidare, utan att bry sig om grannarna.／「おとっつあん
だって，この大嘘つき！」／ふたりは，周りの目も気にせ
ずに，また喧嘩をはじめました。
 
【資料４】
Three Reflections　（73）～（80）
“Tre spegelbilder”　78～85
（73）
The husband then handed the box to the abbess, she 
took out the mirror, and looked in it long, with the 
greatest interest and amazement.／亭主は箱を尼に渡し
ました。尼は鏡を手に取り，長いこと，不思議そうにしげ
しげと見ていました。
78. 
Mannen räckte asken åt abedissan, som tog ut spegeln 
och både länge och väl betraktade bilden däri med 
största förundran, ty hon hade lika litet som de andra 
förut sett en spegel och såg naturligtvis bara sitt eget 
ansikte.
／息子は箱を尼に渡しました。尼は鏡を手にとって，興味
深げに，しげしげと長い間鏡を見ていました。尼も，ふた
りと同じく鏡を見たことがなく，自分の顔かたちも見たこ
とがなかったからです。
 
（74）
Then, after due consideration and reflection, she gave 
her decision in these words.／とっくと考えに考えたのち
に，尼はこう言いました。
（75）
“It is evident that this poor young woman has been so 
much distressed by the bitterness of the quarrel which 
has taken place between you on her account that she has 
already become a nun!／「あなたがたが自分のせいで喧嘩
していることを苦しく思って，その女性はすでに出家しま
した」
79. 
Slutligen sade hon betänksamt:
》Det är tydligt att den stackars unga kvinnan känt sig 
så olycklig öfver ert gräl om henne att hon redan blifvit 
nunna.／とうとう尼は静かにこう言いました。「この哀れな
娘は，自分のせいであなたがたが喧嘩していることを惨め
に感じて，すでに出家しています」
 
（76）
This place being a nunnery is surely the most fitting 
abode for her.／「この尼寺が，この娘にとってもっとも相
応しい居場所でしょう。
80.
Och då detta är ett nunnekloster är det otvifvelaktigt 
den bästa platsen för henne, hvarför jag vill behålla 
henne hos mig.／「この尼寺が，この娘にとって間違いな
くもっとも相応しい居場所です。私はこの娘を手元に置い
ておくつもりなのですから」
（77）
I will therefore take her to live here with me, where she 
will be peaceful and happy, and can be the cause of no 
further trouble between you.
「この娘は私のもとに置いておくつもりです。ここなら，
この娘は心静かに暮らすことができるでしょうし，あなた
がたも喧嘩をせずにすみます」
81.
Här kan hon lefva i frid och lugn utan att någonsin mera 
bli en orsak till missämja mellan er två.
「ここならこの，あなたがたの争いの原因になることなく，
心静かに暮らすことができます」
（78）
Go home now, and let bygones be bygones, and try to 
live harmoniously together for the future.”
「さあ，家に戻りなさい。過去は水に流して，仲良くくら
しなさい」
82.
Gån nu hem och låt gömdt vara glömdt och sök härefter 
att lefva i sämja utan vidare gräl》.
「家に帰りなさい。過去は水に流して，今後は争わず仲良
く暮らしなさい」
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（79）
This the young couple did; the wife triumphant, and the 
husband only too glad to do anything for a quiet life.
夫婦は，尼に言われたとおりにしました。嫁は気が収まり，
息子は争いごとが収まったことをただただ喜びました。
83.
Det unga paret följde abedissans råd och hustrun var 
mycket stolt öfver att hafva fått rätt, medan mannen var 
villig att göra snart sagdt hvad som hälst för husfridens 
skull.
夫婦は，尼に言われた通りにしました。嫁は自分が正しかっ
たと鼻高々でした。いっぽう息子は家庭の平和のためなら
喜んで何でもするつもりでした。
（80）
But he was convinced in his own mind that there was 
a mistake somewhere, for be would have staked his life 
upon it that it was his old father whom he had bought 
for two bu at Kyoto? ／けれども，息子は何かおかしなこ
とが起こったということには疑いを持ちませんでした。京
都で二分払って買ったおとっつぁんだったはずなのに。
84-85.
Men i sitt innersta kände han sig öfvertygad om att ett 
misstag af ett eller annat slag måste blifvit begånget.
Ty han skulle kunnat våga sitt lif på att det i alla fall 
var sin gamla far han köpt för två bu i Kyoto och sedan 
gömt i sin todana.／けれども，息子は心の底で何らかの
手違いがあったのだと確信していました。／何故なら，自
分が京都で二分のお金で買って，戸棚に隠しておいたのは，
何はともあれおとっつぁんだったのですから。
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